
我
が
国
の
開
発
協
力
と
開
発
協
力
大
綱
の
在
り
方
に
関
す
る
決
議 

令

和

五

年

六

月

十

九

日 

参

議

院

政

府

開

発

援

助

等

及

び 

沖
縄
・
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会 

 

我
が
国
は
、
昭
和
二
十
九
年
の
コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
へ
の
加
盟
に
始
ま
る
約
七
十
年
に
及
ぶ
開
発
協
力
の
歴
史
の
中
で
、
各

国
と
の
相
互
理
解
と
信
頼
関
係
を
基
礎
と
し
て
自
ら
も
発
展
を
遂
げ
、
国
際
社
会
の
責
任
あ
る
主
要
な
国
家
と
し
て
の
地
位
を

着
実
に
築
い
て
き
た
。
我
が
国
が
主
要
ド
ナ
ー
国
と
し
て
よ
り
一
層
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
に
伴
い
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の

基
本
理
念
や
実
施
に
当
た
っ
て
の
原
則
を
明
確
に
す
る
た
め
、
平
成
四
年
に
初
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
、

平
成
十
五
年
の
改
定
を
経
て
、
平
成
二
十
七
年
に
は
名
称
を
改
め
た
開
発
協
力
大
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
人
間
の
安
全
保
障
の

視
点
、
軍
事
的
用
途
及
び
国
際
紛
争
助
長
へ
の
使
用
回
避
、
途
上
国
の
自
助
努
力
に
対
す
る
支
援
と
い
っ
た
我
が
国
開
発
協
力

の
基
本
的
な
考
え
方
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。 

 

今
日
、
国
際
社
会
が
一
致
し
て
取
り
組
む
べ
き
貧
困
や
飢
餓
、
気
候
変
動
や
感
染
症
を
始
め
と
す
る
地
球
規
模
課
題
が
深
刻

化
す
る
一
方
で
、
地
政
学
的
競
争
は
激
化
し
、
武
力
の
行
使
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み
な
ど
国
際
秩
序
へ
の
重
大
な

挑
戦
が
行
わ
れ
、
国
際
社
会
の
分
断
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
開
発
協
力
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
は
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い



る
。 

 

こ
の
よ
う
な
重
要
な
局
面
に
あ
る
世
界
の
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
国
連
憲
章
や
国
際
人
権
諸
条
約
に
基
づ
く
普
遍
的
な

価
値
で
あ
る
人
権
と
平
和
の
尊
重
や
、
人
間
の
安
全
保
障
を
基
本
理
念
と
し
、
非
軍
事
的
な
開
発
協
力
の
実
施
を
通
じ
て
築
い

て
き
た
国
際
社
会
か
ら
の
信
頼
こ
そ
が
我
が
国
外
交
及
び
開
発
協
力
の
礎
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
改
め
て
開
発
協
力
そ
の
も
の

が
有
す
る
価
値
と
意
義
を
想
起
し
た
上
で
、
我
が
国
に
ふ
さ
わ
し
い
開
発
協
力
の
在
り
方
を
裨
益
国
国
民
の
安
心
と
安
全
、
豊

か
さ
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
日
本
国
民
の
平
和
と
安
全
等
に
資
す
る
と
い
う
観
点
も
踏
ま
え
、
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
今
回
改
定
さ
れ
た
開
発
協
力
大
綱
の
実
施
等
を
通
じ
て
、
次
の
事
項
に
つ
き
適
切
な
措
置
を
講

ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

一
、
人
間
の
安
全
保
障
の
理
念
に
基
づ
く
開
発
協
力
の
推
進 

 
 

平
成
十
五
年
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
改
定
の
際
に
掲
げ
ら
れ
た
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
理
念
は
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
合
致

す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
あ
ら
ゆ
る
開
発
協
力
に
通
底
す
る
指
導
理
念
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
長
い
期
間
の
中

で
人
々
の
信
頼
を
勝
ち
得
て
き
た
経
験
を
総
括
し
、
こ
れ
を
資
源
と
し
て
活
か
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
開
発
協
力
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
国
の
発
展
の
基
礎
と
な
る
人
づ
く
り
を
引
き
続
き
重
視
し
、
国
連
憲
章
や
我
が
国
も
締
約
国
と
な
っ
て
い



る
国
際
人
権
諸
条
約
に
基
づ
く
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
貧
困
や
飢
餓
の
解
消
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

増
大
す
る
難
民
や
避
難
民
の
保
護
、
子
ど
も
や
女
性
、
障
害
者
や
少
数
民
族
・
先
住
民
族
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
な
ど
脆
弱
か

つ
差
別
的
な
立
場
に
置
か
れ
や
す
い
人
々
の
保
護
と
能
力
強
化
に
焦
点
を
当
て
、
多
様
な
人
々
を
包
摂
す
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
社
会
構
築
に
向
け
た
取
組
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
世
界
的
に
企
業
の
影
響

力
が
一
層
、
高
ま
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
開
発
途
上
地
域
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お
け
る
人
権
侵
害
や
環
境
破
壊
が

起
き
な
い
よ
う
に
、
国
連
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
を
踏
ま
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
行
動
計
画
等
に

の
っ
と
り
、
開
発
協
力
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。 

二
、
多
国
間
主
義
と
共
創
の
精
神
に
基
づ
く
開
発
協
力
の
推
進 

 
 

国
際
社
会
が
分
断
の
危
機
を
克
服
し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
国
間
主
義
を
尊
重
し
つ
つ
、
紛
争
や
異
常
気
象
に
よ
る
食
料

危
機
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
を
背
景
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
に
直
面
す
る
開
発
途
上
国
の
国
民
に
寄
り
添
い
、
共
に
課

題
を
解
決
し
て
い
く
真
摯
な
姿
勢
が
鍵
と
な
る
。
開
発
協
力
を
通
じ
て
こ
う
し
た
国
々
と
の
関
係
を
深
化
さ
せ
て
い
く
に
当

た
っ
て
は
、
相
手
国
の
自
主
性
や
意
思
、
及
び
固
有
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
裨
益
国
政
府
を
含
む
関
係
当
事
者
と
の
丁
寧
な

対
話
と
協
働
に
よ
り
、
真
に
相
手
国
国
民
の
利
益
に
合
っ
た
も
の
を
共
に
創
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
精
神
に
基



づ
き
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
を
含
む
国
際
保
健
、
域
内
の
連
結
性
を
確
保
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

人
々
の
健
康
の
基
盤
と
な
る
栄
養
、
防
災
・
減
災
、
教
育
な
ど
、
我
が
国
の
知
見
や
経
験
を
効
果
的
に
活
用
し
得
る
分
野
を

中
心
に
、
相
手
国
の
潜
在
的
な
支
援
ニ
ー
ズ
も
引
き
出
し
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
質
の
高
い
協
力
を
迅
速
に
実
施
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
分
野
へ
の
取
組
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
す
る
上
で
は
、
開
発
課
題
の
当
事
者

で
あ
る
途
上
国
の
市
民
社
会
や
、
こ
れ
と
最
も
近
い
立
場
で
活
動
す
る
我
が
国
や
当
事
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
・
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
市
民
社
会
の
開
発
協
力
へ
の
参
加
・
参
画
を
一
層
拡
大
・
促
進
す
る
と
と
も
に
、
我
が

国
と
途
上
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
市
民
社
会
の
連
携
に
よ
る
開
発
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
後
押
し
す
る
た
め
の
措

置
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 

三
、
非
軍
事
原
則
の
確
保 

 
 

非
軍
事
目
的
の
開
発
協
力
は
、
平
和
国
家
で
あ
る
我
が
国
の
国
際
貢
献
の
在
り
方
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
軍
事
的
用

途
及
び
国
際
紛
争
助
長
へ
の
使
用
回
避
原
則
は
そ
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
と
し
て
、
平
成
四
年
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
以
来
、
今
日

ま
で
堅
持
さ
れ
て
き
て
お
り
、
こ
の
原
則
は
今
後
も
堅
持
・
徹
底
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
令
和
四
年
十
二
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
国
家
安
全
保
障
戦
略
の
下
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
は
別
の
枠
組
み
と
し
て
政
府
安
全
保
障
能
力
強
化
支
援
（
Ｏ
Ｓ
Ａ
）
が
創



設
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
我
が
国
が
築
い
て
き
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
財
産
や
国
際
的
な
信
頼
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
十
分
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
開
発
協
力
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
軍
事
目
的
へ
の
転
用
や
人
権
侵
害
に

つ
な
が
る
こ
と
が
決
し
て
な
い
よ
う
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
疑
念
を
持
た
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
事
前
に
相
手
国

と
の
協
議
を
慎
重
に
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
実
施
後
に
お
い
て
も
、
非
軍
事
目
的
で
の
利
用
の
徹
底
や
基
本
的
人
権
の
尊

重
を
め
ぐ
る
状
況
等
を
含
め
、
実
効
性
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
万
が
一
、
軍
事
転
用
や
人
権
侵
害
な

ど
の
事
実
が
判
明
し
た
と
き
や
そ
の
疑
い
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
当
該
国
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
供
与
の
在
り
方
を
検
討
し
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
も
含
め
、
非
軍
事
原
則
を
確
実
に
担
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

四
、
投
資
を
呼
び
込
む
開
発
協
力 

 
 

デ
ジ
タ
ル
、
脱
炭
素
、
環
境
な
ど
経
済
社
会
課
題
へ
の
貢
献
に
意
欲
の
あ
る
民
間
主
体
は
、
専
門
的
知
見
や
最
新
技
術
の

活
用
に
よ
り
、
開
発
課
題
の
解
決
と
開
発
途
上
国
の
健
全
な
経
済
成
長
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
得
る
存
在
で
あ
る
。
開
発

援
助
に
お
け
る
政
府
の
責
務
と
公
的
資
金
に
期
待
さ
れ
る
本
来
的
な
役
割
を
十
分
に
踏
ま
え
、
こ
れ
を
今
後
も
尊
重
す
る
こ

と
を
大
前
提
に
、
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
開
発
途
上
国
に
お
い
て
我
が
国
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
理
念
と
目
的
に
合
致
し
、
国

民
生
活
の
向
上
や
社
会
的
価
値
の
創
造
に
貢
献
し
て
い
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
中
小
企
業
を
含
め
た
民
間
企
業
の
取
組
を
Ｏ



Ｄ
Ａ
を
通
じ
て
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
や
そ
の
他
の
公
的
資
金
を
扱
う
機
関
間
の
連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
民
間
資

金
を
開
発
課
題
の
解
決
に
資
す
る
事
業
に
呼
び
込
む
た
め
の
措
置
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 

五
、
二
〇
三
〇
年
以
降
の
国
際
開
発
目
標
を
見
据
え
た
議
論
の
主
導 

 
 

本
年
は
国
連
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
達
成
に
向
け
た
中
間
年
と
な
る
が
、
干
ば
つ
や
洪
水
な
ど
気
候
変
動

に
よ
る
影
響
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
背
景
と
し
た
世
界
経
済
の
混
乱
、

及
び
開
発
資
金
の
大
幅
な
不
足
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
進
捗
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。
世
界
は
深
刻
な

食
料
危
機
に
直
面
し
、
紛
争
が
依
然
と
し
て
飢
餓
の
最
大
の
要
因
で
あ
る
中
、
多
国
間
主
義
の
尊
重
と
推
進
の
精
神
に
基
づ

き
、
人
道
・
開
発
・
平
和
の
分
野
横
断
的
な
連
携
を
伴
っ
た
包
括
的
か
つ
財
政
的
な
裏
付
け
の
あ
る
国
際
協
力
が
求
め
ら
れ

る
。
我
が
国
は
、
二
〇
三
〇
年
以
降
の
国
際
的
な
開
発
目
標
を
め
ぐ
る
議
論
も
見
据
え
つ
つ
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
課
題
に

対
す
る
分
野
横
断
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
人
権
の
尊
重
を
始
め
と
す
る
普
遍
的
価
値
に
立
脚
し
た
国
際
的
な
規
範
や
原

則
の
維
持
強
化
、
債
務
の
罠
や
経
済
的
威
圧
を
伴
わ
ず
開
発
途
上
国
の
自
立
性
・
持
続
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
協
力
等
を

実
施
し
、
そ
の
必
要
性
と
有
効
性
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
国
際
社
会
で
共
通
の
利
益
と
な
る
領
域
を
広
げ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。 



六
、
国
民
に
理
解
さ
れ
る
開
発
協
力 

 
 

分
断
の
リ
ス
ク
が
深
刻
化
す
る
国
際
社
会
に
お
い
て
開
発
協
力
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

実
施
基
盤
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
対
国
民
総
所
得
（
Ｇ
Ｎ
Ｉ
）
比
で
〇
・

七
％
と
す
る
国
際
目
標
を
実
現
し
て
い
く
上
で
は
、
大
幅
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
拡
充
と
、
新
た
な
資
金
調
達
手
段
の
導
入
を
含

む
幅
広
い
資
金
源
の
拡
充
・
検
討
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
デ
ー

タ
に
基
づ
く
科
学
的
な
検
証
を
伴
っ
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
、
積
極
的
か
つ
体
系
的
な
情
報
公
開
と
説
明
責
任
の

履
行
を
通
じ
て
透
明
性
を
高
め
、
開
発
協
力
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
効
果
と
プ
ロ
セ
ス
の
適
正
性
を
国
民
に
示
し
て
い
く
取

組
が
不
可
欠
と
な
る
。
国
民
に
「
自
分
た
ち
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
」
と
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
開
発
教
育
の
推
進
に
よ
っ

て
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
世
界
の
開
発
課
題
の
主
人
公
で
あ
る
と
の
意
識
を
涵
養
し
つ
つ
、
民
間
企
業
、
市
民
社
会
、
地
方

自
治
体
、
大
学
・
研
究
機
関
等
か
ら
幅
広
く
参
加
を
得
て
、
可
能
な
限
り
開
か
れ
た
議
論
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

我
が
国
の
開
発
協
力
の
担
い
手
と
な
る
優
秀
な
人
材
を
集
め
、
育
て
、
そ
の
活
躍
を
支
え
て
い
く
取
組
を
強
化
す
べ
き
で
あ

る
。 右

決
議
す
る
。 


